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Cherenkov Telescope Array (CTA) 計画は、超高エネルギーガンマ線を観測する国際計画である。大口径望遠
鏡 (LST)は、20 GeV以上のエネルギーをもつガンマ線を観測するように設計されている。2018年 10月にはLST
初号機がスペイン・ラパルマ島に完成し、現在は試験運転中である。LST2-4号機の建設の準備も進められてい
る。LSTのカメラは 1855本の光電子増倍管 (PMT)と 265枚の読み出し回路で構成されている。各PMTからの
信号波形は読み出し回路に搭載したDomino Ring Sampler version 4 (DRS4)チップにて 1 GHzサンプリングさ
れる。各DRS4チップにおける各サンプリング時間幅は不均一であることが知られており、この特性を補正する
ことにより電荷分解能を良くすることができる。現在この特性の補正方法を開発している。本講演では、LST初
号機におけるDRS4サンプリング時間幅の較正および準備を進めている LST2-4号機用カメラの現状について報
告する。


